
一

当
該
水
素
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
等
の
仕
様

二

当
該
水
素
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
等
の
保
安
の
確
保
の
方
法

三

前
号
の
保
安
の
確
保
の
方
法
が
当
該
水
素
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
等
が
危
険
の
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る

記
録
及
び
文
献
そ
の
他
の
資
料

四

当
該
水
素
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
等
に
係
る
技
術
上
の
基
準

２

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
各
号
に
規
定
す
る
事
項
が
、
現
行
の
規
定
に
よ
る
場
合
と
同
等
の
安
全
性
を
有
す

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
法
第
四
条
第
十
項
の
同
意
を
す
る
も
の
と
す
る
。

ガ
ス
ス
タ
ン
ド
等
に
よ
り
高
圧
ガ
ス
を
製
造
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
第
二
号
の
保
安
の
確
保
の
方
法
に
よ
る
場

合
に
限
り
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
者
と
み
な
す
。

（
燃
料
電
池
自
動
車
用
水
素
ガ
ス
容
器
及
び
ジ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
自
動
車
燃
料
装
置
用
容
器
の
容
器
再
検
査
に

関
す
る
特
例
）

第
七
条

削
除

第
七
条

地
方
公
共
団
体
が
、
公
共
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
に
支
障
を
生
じ
な
い
も
の
と
し
て
、
そ
の
設
定
す

る
構
造
改
革
特
別
区
域
内
の
燃
料
電
池
自
動
車
用
水
素
ガ
ス
容
器
（
燃
料
電
池
自
動
車
の
燃
料
電
池
に
使
用
す

る
水
素
を
充
て
ん
す
る
た
め
の
容
器
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
ジ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
自
動
車
燃
料
装
置
用
容

器
（
自
動
車
の
燃
料
装
置
用
と
し
て
ジ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
を
充
て
ん
す
る
た
め
の
容
器
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

の
容
器
再
検
査
に
つ
い
て
当
該
自
動
車
に
装
置
さ
れ
た
状
態
で
容
器
再
検
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
て
、

法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
の
特
定
事
業
の
内
容
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
同
条
第
九
項
の
規
定
に

よ
る
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
以
後
は
、
当
該
認
定

に
係
る
燃
料
電
池
自
動
車
用
水
素
ガ
ス
容
器
又
は
ジ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
自
動
車
燃
料
装
置
用
容
器
に
係
る
容
器

に
つ
い
て
の
第
二
号
の
方
法
及
び
第
三
号
の
規
格
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の

経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
方
法
及
び
同
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
規
格
と
み
な
す
。

一

当
該
容
器
の
仕
様

二

当
該
容
器
再
検
査
の
方
法

三

自
動
車
に
装
置
さ
れ
た
状
態
で
容
器
再
検
査
を
行
っ
て
も
健
全
性
が
確
保
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
容
器
検

査
に
お
け
る
容
器
の
規
格

四

当
該
容
器
に
つ
い
て
、
自
動
車
に
装
置
さ
れ
た
状
態
で
容
器
再
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る

旨
を
明
か
に
す
る
た
め
に
地
方
公
共
団
体
が
講
ず
る
措
置

２

前
項
の
容
器
再
検
査
は
、
当
該
構
造
改
革
特
別
区
域
内
に
お
い
て
、
同
項
の
認
定
を
受
け
た
方
法
及
び
規
格

に
基
づ
き
、
容
器
を
自
動
車
に
装
置
し
た
ま
ま
の
状
態
で
容
器
再
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
当

該
地
方
公
共
団
体
が
認
め
た
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
、
指
定
容
器
検
査
機
関
又
は
容
器
検
査
所
の
登
録
を
受
け
た

者
が
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
地
方
公
共
団
体
が
都
道
府
県
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
地
方
公
共

団
体
が
容
器
再
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

経
済
産
業
大
臣
は
、
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
規
定
す
る
事
項
が
、
現
行
の
規
定
に
よ
る
場
合
と

同
等
の
安
全
性
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
法
第
四
条
第
十
項
の
同
意
を
す
る
も
の
と
す
る
。

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

（
液
化
ガ
ス
の
容
器
の
充
て
ん
に
係
る
容
器
保
安
規
則
の
特
例
）

第
九
条

削
除

第
九
条

地
方
公
共
団
体
が
、
公
共
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
に
支
障
を
生
じ
な
い
も
の
と
し
て
、
そ
の
設
定
す

る
構
造
改
革
特
別
区
域
内
に
お
い
て
液
化
ガ
ス
の
容
器
へ
の
当
該
液
化
ガ
ス
の
充
て
ん
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

認
め
て
、
法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
の
特
定
事
業
の
内
容
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
同
条
第
九
項

の
規
定
に
よ
る
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
以
後
は
、
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